
【芦原公園市民プールの経緯】
◆昭和40年代から子どもたちを中心に市民が身近に水に親しむ場を提供
する目的で、芦原公園市民プールをはじめ計7か所に設置していたが、
「市民プールの整理統合」により芦原公園に集約（北雁替公園は継続）
◆新型コロナウイルス感染症対策や施設の老朽化により、芦原公園市民
プールも令和2年度から閉鎖

令和8年3月に「芦原公園再整備基本方針」を策定
夏季以外の利用も多様化し、通年利用が可能となる、

簡易大型レジャープール(+多目的グラウンド)の導入を目指します

【芦原公園再整備の概要】

●周辺地域と調和がとれた、多くの世代が集い、憩うことができる公園
●みんなが一緒に遊び、過ごせるインクルーシブな公園
●子どもたちが楽しめるプールやボール遊びができる広場のある公園
●災害時の避難場所としての防災機能を有する公園
●季節を問わず快適に過ごせる管理の行き届いた魅力的な公園

【再整備のコンセプト】

休憩エリア親水施設（複合遊具）

芝生広場
開放感あふれるエリアで、
世代を超えた交流や憩い
を感じるエリア

子どもたちが安全に水と
親しみ、楽しい体験が
できるエリア

日よけを備え、夏でも
快適に過ごせる休憩
エリア

出典︓神戸市HP（東遊園地）

出典︓志木市HP（いろは親水公園） 出典︓高槻市観光協会HP（安満遺跡公園）

導入施設(案)
・レジャープール（夏季）
・多目的グラウンド
・芝生広場
・親水施設（複合遊具）
・休憩エリア
・カフェ／飲食施設
・既存樹木の活用
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（導入施設イメージ）

※今後、基本設計の
中で広く市民の意見
を聞き、導入施設を
整理します。

日新中学校

民間敷地

南側の民間敷地と境界を感じさせない
一体性をもたせた整備を目指します

・子どもたちが楽しめるプール機能（簡易大型レジャープール）を有し、
多くの世代が集い、憩うことができる魅力ある公園となるよう、
全面リニューアルします。
・導入施設や管理運営等については、コスト低減や効率性だけでなく、
芦原公園全体の魅力向上やにぎわいの創出を見据え、官民連携
による事業手法を積極的に検討します。

出典︓大分市HP（西部スポーツ交流ひろば）

多目的グラウンド簡易大型レジャープール
夏季は簡易大型レジャープールを設置。夏季以外は
ボール遊びなどができる多目的グラウンドとして利用

芦原公園の再整備に向けた方向性
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芦原公園周辺における地域の活性化に向けたAGC株式会社との連携協定
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令和8年9月25日に、芦原公園南側の民間敷地の所有者
であるAGC株式会社と連携協定を締結します

芦原公園は
令和11年度春頃の
リニューアルオープンを目指します

芦原公園をはじめとする公共施設と民間施設について、
敷地の境界を感じさせない周遊性のある一体性を
持たせた整備に向けて、官民で連携して検討を推進

芦原公園

東七松緑地

尾浜区画第95号線

市道第189号線の１

にぎわいの創出・利用価値の向上等により
❝ 地域の活性化 ❞を目指す
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（検討対象施設）

※一体整備の可否および具体的な内容については、
今後検討を進める

尼崎市AGC株式会社
ワークショップを実施し、市民等の
意見も聴きながら公園のゾーニング
や導入施設等を検討

土地活用方法と
事業者選定を検討

AGC株式会社
敷地


